
【国語／現代⽂（実⽤的⽂章）】 

〜ClassPad.net の各種ふせん機能・同時編集機能を活⽤する〜 
資料を正しく効果的に活⽤し、論理的な表現を⽬指す授業 

法律の条⽂を読み取るだけでなく、関連する資料を収集して、論理的な思考を⾝につける。 
 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

概要の説明 
令和 6 年 11 ⽉に施⾏された改正道路交
通法についての資料を読み取り、その改
正の理由を、根拠となる情報を収集して
考察する、という授業の概要とその意図
（論理的思考⼒の育成）を伝える。 
 
 
 
 
 
 
資料の読み取り 
「道路交通法第７１条第５号の５」につ
いて、改正前と改正後の条⽂を読み取
り、改正された部分とその内容を確認す
る。 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
該当する道路交通法の抜粋をファイ
ルふせんおよびテキストふせんで⽤
意し、電⼦⿊板やプロジェクターで⾒
せる。 
 
 
 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：実⽤的な資料を正しく理解・活⽤する⼒を⾝につけさせる。論拠をもとに、⾃⾝ 

の主張・意⾒をまとめる⼒を⾝につけさせる。 
⽣徒向けの⽬標：法改正についての資料を読み取る。必要な情報を調査するだけでなく、⾃ら資料

の収集を⾏い、論理的な思考によって考察する⼒を⾝につける。   

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・協働学習促進：同時編集機能を活⽤することで、必要な情報の調査・収集・まとめをグループごとに

効率的・効果的に⾏うことができる。  
・探究学習促進：各種のふせん機能によって、多種多様な資料を、その資料に適した形でまとめること

ができるため、論理的な考察に役⽴てられる。 
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step2 

授業の流れ ClassPad.net での操作 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
グループの代表に新規デジタルノー
トを作らせ、そこに同時編集機能で資
料をまとめさせるようにする。また、
グループの代表には step2 で提⽰した
2 種類のふせんを授業⽀援機能で送
信し、作ったデジタルノートに配置さ
せる。 
収集してもらった各種資料は、ファイ
ルふせんやテキストふせん、リンクふ
せんなど、その資料に合った形のふせ
んで⽤意するよう留意させる。 
収集した資料から読み取れる情報は
テキストふせんに記載させる。 
これらを「事実（論拠）」として、デ
ジタルノ−ト上で⼀箇所にまとめて
配置させる。 
 
 
step3 でまとめた「事実（論拠）」か
ら導き出される考察・意⾒を、「主
張・意⾒」としてテキストふせんに
てまとめさせる。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
グループ間での資料の共有には、授
業⽀援機能を利⽤させる。その際、
他グループからの⽀援は可能な限り
リンクふせんの共有程度に留め、そ
れ以降の情報収集は⾃分たちのグル
ープで⾏うよう指導する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめの回収のため、グループ代表
にはデジタルノートの URL を発⾏さ
せ、それを共有してもらう。教員は
それらを次回授業時までに⼀とおり
チェックする。宿題の回収も同様に
⾏う。 
宿題として回収した完成版のデジタ
ルノートも次回の授業前に確認し、
発表の際に効果的なフィードバック
ができるよう備えておく。 

情報収集 
クラスをいくつかのグループに分ける。
そして、step2 で読み取った道路交通法
の改正について考察するため、グループ
ごとに関連する資料を集めてもらう。資
料の種類は、⽂章・表・グラフなど、考
察に役⽴つものであれば種類を問わない
ことを伝えておく。 
また、そこから読み取れる情報を確認
し、グループごとにまとめさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察・整理 
step3 で収集した情報・資料をもとに、
グループごとに道路交通法の改正につい
ての意⾒をまとめる。 
意⾒をまとめる際には、集めた資料から
読み取れる「事実（論拠）」に基づいて
まとめるように注意しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間報告 
step3・4の作業の進⾏状況や、作業を
している中で困っている点などについ
て、各グループに報告してもらう。 
それに対して、集めた資料で⽀援できそ
うなグループがあれば、資料の⼀部を共
有してもらうなど、グループ内だけでな
くクラス全体での協働学習にもなるよう
に配慮する。また、教員からも課題解決
のヒントになるようなアドバイスを加え
る。 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
step5までの段階で出来ているまとめ
を、各グループから回収する。そして、
次回授業時までにまとめを終わらせてお
くことを宿題とする。宿題は、次回授業
までに各グループの代表から回収する。 
次回の授業においてそれをもとに意⾒の
発表をしてもらうことを伝える。 
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グループの代表に新規デジタルノー
トを作らせ、そこに同時編集機能で資
料をまとめさせるようにする。また、
グループの代表には step2 で提⽰した
2 種類のふせんを授業⽀援機能で送
信し、作ったデジタルノートに配置さ
せる。 
収集してもらった各種資料は、ファイ
ルふせんやテキストふせん、リンクふ
せんなど、その資料に合った形のふせ
んで⽤意するよう留意させる。 
収集した資料から読み取れる情報は
テキストふせんに記載させる。 
これらを「事実（論拠）」として、デ
ジタルノ−ト上で⼀箇所にまとめて
配置させる。 
 
 
step3 でまとめた「事実（論拠）」か
ら導き出される考察・意⾒を、「主
張・意⾒」としてテキストふせんに
てまとめさせる。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
グループ間での資料の共有には、授
業⽀援機能を利⽤させる。その際、
可能な限りリンクふせんの共有に抑
えさせ、リンク先からの資料の発⾒
には援助してもらったグルーブに主
体的に取り組んでもらうとよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ回収のため、グループ代表に
はデジタルノートの URL を発⾏さ
せ、それを共有してもらう。 
教員はそれらを次回授業時までに⼀
とおりチェックし、次回の発表の際
に効果的なフィードバックができる
よう準備をしておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルふせん、もしくはリンクふ
せんにて問題を配布する。テキスト
ふせんにて解答を作らせ、任意課題
として提出させる。 
 
 
 

情報収集 
クラスをいくつかのグループに分ける。
そして、step2 で読み取った道路交通法
の改正について考察するため、グループ
ごとに関連する資料を集めてもらう。資
料の種類は、⽂章・表・グラフなど、考
察に役⽴つものであれば種類を問わない
ことを伝えておく。 
また、そこから読み取れる情報を確認
し、グループごとにまとめさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察・整理 
step3 で収集した情報・資料をもとに、
グループごとに道路交通法の改正につい
ての意⾒をまとめる。 
意⾒をまとめる際には、集めた資料から
読み取れる「事実（論拠）」に基づいて
まとめるように注意しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間報告 
step3・4の作業の進⾏状況や、作業を
している中で困っている点などについ
て、各グループに報告してもらう。 
それに対して、集めた資料で⽀援できそ
うなグループがあれば、資料の⼀部を共
有してもらうなど、グループ内だけでな
く、クラス全体での協働学習にもなるよ
うに配慮する。また、教員からも課題解
決のヒントになるようなアドバイスを加
える。 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
step5までの段階でできているまとめ
を、各グループから回収する。そして、
次回授業時までにまとめを終わらせてお
くことを宿題とし、次回の授業において
それをもとに意⾒の発表をすることを伝
える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
共通テストの「実⽤的な⽂章」の問題を
発展課題として提⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ファイルふせん、もしくはリンクふ
せんにて問題を配布する。解答はテ
キストふせんに記載させ、任意課題
として提出させる。 
 
 
 

参考・補⾜ 
令和 7年度⼤学⼊学共通テストから、国
語に「実⽤的な⽂章」の読解問題が追加
されることを紹介した上で、⼤学⼊試セ
ンターによる試作問題を発展課題として
提⽰する。 
 
 
 

step7 


